
歴史文化基本構想（仮称）のイメージ（例）
複数 自治体 またがる広域 関連文化財群 史文化保存 活 域を設定する とも 能
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市町村 Ａ

関連文化財群ｂ

※複数の自治体にまたがる広域の関連文化財群や歴史文化保存・活用区域を設定することも可能
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各種文化施設（美術館・博物館・
歴史民俗資料館・劇場・ホール等）

文化的景観

歴史文化基本構想（仮称）
関連文化財群の設定

歴史文化保存活用区域β

歴史文化基本構想（仮称）

① 域内の文化財や周辺環境の保存・活用のための方針
② 関連文化財群及び歴史文化保存活用区域の設定の

考え方
③ 文化財を保存 活用するための体制整備の方策

関連文化財群ａ

関連文化財群ｂ

保存活用（管理）計画

保存 管 計

歴史文化保存活用区域αの設定

③ 文化財を保存・活用するための体制整備の方策 関連文化財群ｂ 保存活用（管理）計画

歴史文化保存活用区域βの設定
※ 文化財群ａ，ｂを一体として歴史文化保存活用

区域を設定することも可能


